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1. はじめに

ポヘミア・ユダヤの歴史・文化から見たカフカ

ーカフカとイディッシュ語演劇ー

中村寿

カフカがユダヤ人であり、カフカの文学に彼の抱えるユダヤ人意識、即ちマイノ

リティ意識が反映されていることは周知の事実である。しかしカフカは彼の紹介者、

兼遺稿編集人となったマックス・ブロート、あるいは同じくプラハの出身で後にへ

ブライ大学の哲学教員として活躍するフーゴ・ベルクマンらとは対眠的に、プラハ

において彼らと接触していたにも拘わらず、シオニストとしてジャーナリズムの場

でユダヤ人問題に関して直接的な発言をすることはなかった。ユダヤ人問題に対す

るカフカのコメントは私的な日記や手紙類を除けばあくまで語、晦的である。カフカ

をユダヤ人作家として見なすのではなく、ドイツ語散文作家として見た場合でも、

ドイツ文学史上、カフカと同時代の潮流であるユーゲントシュティール、表現主義

という文学史上の概念区分には当て醍めにくいため、カフカはしばしば「独行者

(Ei回 elganger)J 1)と見なされ、その結果、カフカがカフカエスクである理由は、カ

フカの特殊性を際立たせることによって解決されてきた。カフカの抱えるユダヤ人

としてのマイノリティ意識を明らかにする試みもまた、カフカの散文をそれだけで

自立した対象として内在的に解釈するという方法によって行われてきたのである。

象徴的な例としては、甲虫への変身を含めて、カフカの書いた小動物たちが挙げ

られる。中でもさまざまな色の撚り糸がもつれ合ったまま棒に括りつけられ、星形

の糸巻きのように見える不思議な生物オドラデクはカフカのスフインクスと言って

もよく、書き手であるカフカが彼のプロメテウス伝説 2)同様に解明することのでき

ないオドラデクを解明しようとするが、オドラデクの解明はプロメテウスの岩につ

いての説明と同じく、語り手自身によって放棄されてしまう。読者はカフカの記述

を手掛かりに、オドラデクの謎と向かい合うことになるのだが、読者にはカフカの

言葉から解釈するという方法以外にはオドラデクの謎を解決する手段が与えられて

いない。こうしたカフカの言葉から内在的に解釈するという方法では、カフカ解釈

1) Metzler Lexikon der deutsch-judischen Literatur. Judiesche Autorinnen und Autoren deutscher Sprache von der 

Au削勧ungbis zur Gegenwart. hrsg. von Andreas B. Kilcher. Sω句副-W即時r (Metzler) 2000， S. 278 

2) Kafka: Nachgelassene Schriften und Fragmente 11.胎sg.von Jost Schi1Iemeit. Ffin. (Fischer) 2002. S. 69f. 

カフカはギリシア神話を題材として、そのパロディをいくつか残している。カフカによれば、プロメ

テウスは、神々の秘密を人間に教えたために、罰としてコーカサスの岩に括りつけられ、肝臓を毎日

鷲にえぐられることになる。肝臓が蘇生するたびに鷲によってえぐられることを繰り返すうちに、プ

ロメテウス、神々、鷲のみならず肝臓の痛みまでが、すべてを忘却し、プロメテウスは岩と合体して

しまったということになっている。伝説は解明できないもの (das Unerklarliche)を解明しようと努める

が、伝説には信憲性(Wahrheitsgrund)があるために、再び解明できないものに回帰せざるをえないこと

を述べている。

-80-



者の言葉は、悲意的なパラフレーズに終わってしまう危険性がある。しかしこのよ

うにしてカフカに関する尾大な量の出版物が刊行されてきた。

1.1 カフカの受容史について

ナチスによる政権掌握以前、カフカをめぐる書評の担い手となった人々はカフカ

と同世代のプラハにおけるドイツ語作家たちであった。前述のマックス・ブロート、

フランツ・ブライ、ヴィリー・ハースら、生前のカフカと親交のあった人々であり、

彼らの殆どがユダヤ系であったため、彼らによるカフカ解釈においては共通認識と

してユダヤ教に関わる問題が反映されていた。ナチスが政権奪取に成功し、ボヘミ

アがナチスの保護領になると、ユダヤの出自をもっ彼らは類廃作家と見なされ、国

外移住を強いられる。特にトーマス・マンをはじめとするアメリカに亡命したドイ

ツ語インテリはカフカの紹介を推し進め、彼らが教職、文筆家として成功すると共

に、アメリカにおけるゲルマニスティクも研究対象としてカフカを扱うようになっ

た。同時にイギリス、アメリカにおいては、フロイトの精神分析がカフカ解釈の糸

口として既に持ち込まれていたし、フランスにおいてはカミュがカフカから実存に

おける不条理を読み取り、実存主義作家カフカの定型が形成されていた。第二次世

界大戦の結果、ナチスドイツの崩壊により、連合国からドイツにカフカが持ち込ま

れたが、戦後の西ドイツにおけるカフカ研究は文学研究として、「作品内在的解釈

(Werkimmanuente Interpretation) J 3)の方法論に基づいて行われた。ギュンター・アン

ダースは『城』や『万里の長城が築かれたとき』から、主人公の試みが悉く失敗す

るシジュフォスのパラフレーズを読み取った。エノレンスト・フィッシャーもまた、

カフカから資本主義社会における人間の疎外を読もうとし、左翼的にカフカから実

存に関わる普遍性を導き出そうとしている点において、実在論的なカフカ解釈者で

あると言っていい。ヴィルへルム・エムリヒもまた作品内在的に、カフカから実存

に関わる普遍性を指摘している。戦後アメリカ主導のもと、西側陣営に属する日本

でも、旧西ドイツの研究に追随する形式で、カフカ研究は作品内在的解釈の手法に

則って進められてきた。旧共産圏に相当する東ヨーロッパ諸国におけるカフカ研究

は、大戦直後にスターリン主義のもとで、カフカがデカダンス的であり、資本主義

的であるとしてタブー視されたため、 60年代に入ってから本格的に着手された。

旧共産圏が崩壊した現在では、チェコの研究者がチェコ語による資料を活用して、

カフカを、 ドイツ・オーストリアの影響が最も大きいスラヴの環境であるかつての

ボへミアに再び位置づける作業が進められてきている。このようにカフカは、学説

の流行のみならず、政治体制の変革によっても異なった読まれ方をしてきた。

1.2 文化研究としてのカフカ研究

ゲルマニスティクは本国であるドイツにおいても、文学研究(Literaturwissenschaft) 

3) Diez， Ludwig : Franz Katka. Stuttgart (Samm1ung Metz1er; Bd. 138) 1990， S. 134 

カフカの受容史についての概観は上掲メッツラー叢書『カフカ~ 130ー 136頁を参照のこと。
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から文化研究(Kulturwissenschaft)へと変貌を遂げているようだ。文学研究としての

ゲルマニスティクは受容者、より限定した言い方をすれば、文学研究者から、解釈

の対象してとりあげられる価値があるという正当性を保証された文学作品を研究の

対象と見なしてきた。文学研究としてのゲルマニスティクが定めた解釈の対象とな

りうる文学作品の条件は、美学的な価値を備え、かっ複合的な言語芸術作品である

と認められた文学テクストであり、それゆえにそのパラダイムのもとでは、それだ

けで完結した文学作品から、その形態と構造及びそのメッセージ性を問題とするこ

とが課題とされてきた。それに対して文化学としてのゲルマニスティクは、文学テ

クストが書かれた時代の文化圏において、そのテクストが及ぼした効果と機能を導

き出そうとしている。つまり、文化研究としてのゲルマニスティクは、文学を文化

全般における現象形態のひとつとして認識している。文化研究はより大きな文化と

いう枠組みの中で文学を捉え直す試みであり、テクストの意味を社会と歴史が織り

なすコンテクストから読み取ろうとしているぺ筆者は、このゲノレマニスティクに

おけるパラダイム・シフトをカフカ研究に敷街し、カフカを 20世紀初頭のボへミ

アにおける離散ユダヤ人の歴史と文化という観点からカフカを再読することを試み

る。

1. 2.1 文化研究 (Kulturwissenschaft)の自己規定

1960年代のイギリスに端を発するカルチュラル・スタディーズは、左翼的見地か

ら上層文化と大衆文化という伝統的な区分を取り払い、自らが関わるべき考察の対

象として大衆文化をとりあげ、中でも社会的に周縁へと追いやられた集団、マイノ

リティ集団を考察の対象とした。しかし、マイノリティの自己規定は単に少数派で

あるという理由からでは定義しきれないうえに、マイノリティ問題に対して発言を

する主体である研究者が、どの立場に基づいて発言したらよいのかという問題は未

解決のままである。イギリスに次いでアメリカにおいても、カルチュラル・スタデ

ィーズが創設されたが、文化研究の目的は大衆文化、マイノリティ研究に並んで地

域研究、異文化研究として見なされた。アメリカの文化研究はドイツにおけるラン

デスクンデに相当するとも考えられ、方法論の多様性を許容するという点において

は文化研究としてのゲルマニスティクと同ーではあるが、文化研究としてのゲルマ

ニスティクは単なるドイツ語圏の地域研究に限定されるものではない。「文化研究

としてのゲルマニスティクは、文化研究を指向した文献学である J，)ことが強調さ

れているように、対象となるテクストに取り組むに当たって、方法論の多様性が認

められているということである。それゆえにカフカのような文学史上におけるカノ

ンとして確立している対象に対しても、文化研究というパラダイムに基づいて新た

4) Benthien， Claudia / Velten， Rudolf Hans: Einleitung. In: Gennanistik als Kulturwissenschaft. Eine Einfiihrung in 

neue Theoriekonzepte.防sg.von Claudia Benthien und Hans Rudolf Velten. Reinbek bei Hamburg (Rowohlt) 2002， 

s. 23 

5) Ebd.， S. 9 
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な事実を発見することは可能である。カフカのボ、へミア・プラハにはヨーロッパに

おける離散ユダヤ人の長い歴史があり、 20世紀初頭にユダヤ人インテリを多数輩

出するための土壌を綿々と育んでいたのである o 本稿においては先ず、 ドイツ語に

よる歴史記述書を用いて、ボヘミアにおけるユダヤ人の歴史を再構成していく。

2. ボヘミア・プラハのユダヤ人

2.1 ヨーロッパ・ユダヤ文化の中心地としてのプラハとユダヤ人差別の歴史

プラハにおけるユダヤ人定住の歴史は 10世紀頃に始まり、プラハはフランクフル

ト・アム・マインと共に、中世以来途絶えることなくユダヤ人の居住が存続した例

外的なかつてのドイツ語圏における都市に数えられるヘボへミアにおける歴史上

最初のユダヤ人迫害は、 1096年に十字軍の遠征と共に発生したことが確認されて

いる九 1348・1349年におけるベストの蔓延時には、ユダヤ人は迫害の対象とは見

なされず、次のユダヤ人迫害は 1388年に起こった。しかし、 1388年のポグロム発

生時において、ユダヤ人は国王によって庇護されていた。 1541年と 1557年の 2回

に渡って、フェルディナント I世からユダヤ人追放令が発せられた時も、数年後に

はユダヤ人のプラハ帰還が認められていた。中央ヨーロッパにおけるユダヤ人は、

都市から締め出されていたために、各地に離散するユダヤ人を統括する求心力を維

持できないでいたのだが、ユダヤ人の居住が存続したプラハは、例外的に、ボヘミ

ア各地に離散したユダヤ人を統括する役割を果たすことができていたのである。

ボヘミアの土地貴族は、所有する領地において収穫された余剰生産物の販売をユ

ダヤ人に委託し、ユダヤ人を賛沢品の調達係として利用していた。ユダヤ人は高額

な税金の支払いを課されていたにも拘わらず、商人として家畜・穀物取引、酒類販

売に携わり、職人としては金細工師、ガラス職人、仕立屋、小作人として生計を立

てていた。

ルドノレフ E世の治世下、オーストリアに影響され、プラハにおけるユダヤ文化は

最初の円熟期を迎える。特にボヘミアにおいて最高位のラビを務めたラビ・レフ 8)

とモルデカイ・マイズル 9)の名はボへミア領内に留まることなく、ヨーロッパのユ

ダヤ人の聞に広く知れ渡った。ラビ・レフはユダヤ教における聖職のみならず、ル

ドルフ 2世の顧問官を勤めた。デンマークからルドノレフ H世のプラハに移住してき

6)本稿における第 2節の記述は特に注記がなければ以下の文献を参照されたい。

Hecht， Louise / Lichtblau， Albert / Miller， L. Michael: Osterreich， Bohmen und Mahren 1648・1918.In: Handbuch zur 

Geschichte der Juden in Europa. Band 1. hr百g.von Elke-Vera Kotowski， u. a.. Darmstadt (Primus) 2001， S. 101・123

Friedlich， Prinz: Deutsche Geschichte im Osten Europas. Bohmen und Mahren. Berlin (Siedler) 1993 

7) Wlaschek， M. Rudorf: Juden in Bohmen. Bei凶.gezur Geschichte des europaischen Judenturns im 19. und 20. 

Jぬ巾undert.M白lchen(Oldenbourg) 1997， S. J3 

8)実名は Jehudaben Betzalel、後に Low，der Hohe Rabbiと讃えられたプラハのラビである。 1525年頃の

生まれであり、 1609年にプラハで死去している。プラハのゴーレム伝説はこのラピ・レブにまつわる。

9)ルドルフ H世の宮廷で財務官を務め、ラビ・レフと同じくヨーロッパのユダヤ人から尊敬を集めた。

プラハには、彼の名前を冠したマイズ、ル・シナゴーグが現存する。
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たティホ・デ・ブラーエは、ラピ・レフの占星術、天文学を高く評価していた。天

文学者、年代記作家としても著名なダヴィット・ガンスもまたブラーエ同様に、ヴ

ェストファーレンからプラハに移住し、ルドルフ E世の宮廷においてブラーエ、現

代においてもガリレイの先駆者として知られているヨハネス・ケプラーと交流して

いた。ルドルフ E世のプラハは、ユダヤ人の黄金の町プラハだ、ったのである。

1618年 5月 23日、カトリックを奉じるオーストリアの反宗教改革に反抗して、

フス派プロテスタントのボヘミア土地貴族は、ハプスブルク帝国の代官二人をプラ

ハ城の窓から投げ落とす蜂起事件(derPrager Fenstersturz)を起こす。この対オースト

リア蜂起は三十年戦争の引き金となり、最終的にオーストリア皇帝フェルディナン

トH世が、ヴァイセンベルクの戦いにおいてフス派ボへミア貴族相手に勝利を収め

ると、ボヘミアのユダヤ人には土着のスラヴ人からオーストリアと内通していると

いう嫌疑がかけられた。フェルディナント E世はユダヤ人を略奪から保護したばか

りでなく、プラハのゲットーに隣接するフス信徒が居住していた住宅の購入をユダ

ヤ人に認めたからである。プラハのゲットーは拡張され、後にヨーゼフシュタット

とよばれることになるゲットーの原型が形成されたが、スラヴ人にとってゲットー

の拡張は望ましからぬことであった。さらに、新たにユダヤ人の所有となった住居

が、国外退去を命じられた対オーストリア蜂起指導者の差し押さえ物件であったこ

とがスラヴ人の怒りを増幅させる結果となった。

ユダヤ人にとって持ち家を確保するということは、ゲットーにおける慢性的な住

宅難の解決に繋がるばかりでなく、住居を所有して税金支払いの義務を負い、法的

に保護される資格を得ることは、ユダヤ人追放令への対抗措置として機能した。つ

まり住居を所有しなければ、ユダヤ人には時間制限のない滞在権が認められなかっ

たのである。加えて商売も許されていなかった。小作人のままでは、借地契約の期

間内しか滞在権が認められなかっただけでなく、借地権では小作人自らが製造した

物品しか販売が許可されなかった。それゆえにユダヤ人の小作人による商売といえ

ば、蒸留酒か革製品の販売といった程度に制限されていた。間借り人では、自らが

製造した物品を販売する資格も与えられず、職人になるより他にユダヤ人には自活

の道が絶たれていたが、職人になったとしても、高額な家賃の支払いのために、間

借り人としての生活は困窮をきわめていた。聖職としてユダヤ人には、ラビ職、礼

拝のカントール、教職が用意されていた。世俗業としては、医師、公衆浴場の理髪

師、産婆などへ就業先があった。それらへ就職することができた場合には、ゲマイ

ンデが用意した集会所に家族を連れて住み込むことができたが、雇用期間の契約が

切れると、ユダヤ人に与えられた滞在権は直ちに失効したし、奉公人であれば、雇

用者の気分次第で蹴首された。しかし貧しいユダヤ人、故郷を追放されて流れ者に

なったユダヤ人は、ゲマインデが存続する場所で、奉公人になるより他には活路は

見出されなかった。それゆえ、ユダヤ人ゲ、マインデの底辺には、反社会的、一部は

犯罪化した浮浪者集団が形成されていった。こうしたプロセスによって浮浪者集団

となったユダヤ人が、閉じく放浪生活を送るロマと接触し、用いられていた言葉が、
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盗賊の言葉と言われるロートヴェルシュではないかと推測される 10)。オーストリア

・カトリックの流れを汲む反宗教改革勢力の復権は、ボへミアにおけるプロテスタ

ントを抑圧していく。プロテスタントの抑圧は、オーストリアにおける市民階級形

成の遅滞を招き、資本主義の到来を遅らせることにもなった。

ボ、へミアのユダヤ人にとって、最も凄惨な結果を出来させたのが、 1726年 9月 25

日に発せられた「宮廷教令 (Hofdekret)Jであり、その内容は、ボへミア、モラヴィ

ア居住のユダヤ人家庭においては、男子一名にしか婚姻の権利を与えないというこ

とであった。「戸籍法 (Familiantengesetz)Jに依拠し、 1724年に行われた国勢調査の

結果に基づいて、ユダヤ人の世帯数は、ボヘミアにおいて 8541軒、モラヴィアで

は 5106軒に制限されたIi)。この戸籍法が従来の反ユダヤ政策と異なるのは、ユダ

ヤ人の人口を減らすために考え出されたのではなく、人口を一定数に保つために施

行されたという点にある。オーストリアは、ユダヤ人を減らすと税収が落ち込むこ

とをあらかじめ想定していた。新たに、 1726年以前に、ユダヤ人の居住が確認さ

れていない土地には、ユダヤ人の移住を禁止する条項が追加され、ボヘミアにおけ

るユダヤ人社会の発展は、妨げられた。このオーストリアによる徹底したユダヤ人

管理は、カフカ直系の祖先に対しても、影響を及ぼすことになる。

カーノレVI世の没後、プロイセンとオーストリアの間でオーストリア継承戦争が始

まると、マリア・テレジアは、ユダヤ人に対する個人的な嫌悪感と考えられる怨恨

感情から、ユダヤ人はプロイセンと内通しているという噂を担造し、 1744年 12月 8

日の宮廷教令として、ボヘミア領内からのユダヤ人追放令を発する。マリア・テレ

ジアによるユダヤ人追放令は、隣接するモラヴィア、シレジアにも及び、 1745年 3

月には、およそ 10000人のユダヤ人がプラハを去らねばならなかった。しかしマリ

ア・テレジアによるユダヤ人追放令も、税収の落ち込みから再度取り消され、 1748

年にはユダヤ人に対して、プラハ帰還が許された。 17・18世紀にかけて、ボヘミア

のユダヤ人は存亡の危機に晒されていたが、文化面ではルドルフ E世のプラハには

及ばないとしても、充実していた。プラハのイェシヴァは、聖職を目指すユダヤ人

学生の留学先として、ヨーロッパの各国から学生を集めていたし、タルムード研究

10)Rot は乞食(Bettler)を指し、 Welschはロマンス語(Romanisch)を指す。ロートヴェルシュは 13世紀

頃には成立していたことが確かめられているため、本稿の記述とは矛盾があるかもしれないが、ロー

トヴェルシュの形成過程は社会的底辺に位置するユダヤ人とロマとの接触にあると言われている。現

代ドイツ語でも、砂利または隠語的を金を意味する Kiesは、ロートヴェルシュがへブライ語から借用

した語集に相当する。このように、よく知られた単語に仲間内のみで通用する隠語的な意味をもたせ

たり、へブライ語とロマ語からの借用語繋が多いことがロートヴェルシュの特徴である。

1])このボヘミア、モラヴィアにおけるユダヤ人世帯数は、その他の文献からも確かめられる。

Haumann， Heiko: Geschichte der Ostjuden. Munchen (DTV) 1990， S. 90 

Wagnerova， Alena: Die Familie Kafka aus Prag. Ffm. (Fischer) 2001， S. 23 
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者のダヴィット・オッベンハイム 12)やエゼキエル・ランダウ 13)らを輩出した。

2.2 啓蒙と同化

18世紀啓蒙思想がベルリンからプラハへ紹介されると、ユダヤ人に対する社会的

制限の撤廃が進められ、ユダヤ人は隔離された社会集団を形成することから少しず

つ離反し、非ユダヤ社会に同化していく。ユダヤ人の解放と同化を促した要因は、 18

世紀啓蒙思想に触発され、展開されたユダヤ人自らによる、ユダヤ人への啓蒙活動

であった。へブライ語で、後にハスカラ (Haska1a)とよばれることになるユダヤ人

の啓蒙主義を発展させた中心人物となったのが、哲学者のモーゼス・メンデルスゾ

ーンである。彼は「改革ユダヤ教 (Reformjudentum)Jを構想し、ユダヤ教を絶対的

に帰依すべき教義として見なすのではなく、ユダヤ民族に固有の文化現象のひとつ

として解釈することによって、宗教から科学への転換を図り、「ユダヤ研究

(Wissenschaft des Judentums) Jを体系化した川。メンデルスゾーンによる主張の特色

は、ただ単に啓蒙を説くのみならず、自己啓蒙を強く促すことにある。メンデルス

ゾーンは、ユダヤ人の宗教的特殊性に由来する社会的差別を、自助努力によって克

服することをよびかけた。まずユダヤ人の啓蒙主義者によって、批判に晒されたの

が、非ユダヤ入社会から行商人、乞食の言葉と蔑まれていたイディッシュ語の使用

であった。メンデルスゾーン自身、西イディッシュ語を母語として育ったが、ドイ

ツ語を選択している。特にプロイセンは、対ユダヤ人寛容政策を進めていたため、

ユダヤ人の同化は市民社会においても認められ、その結果、プロイセンのイディッ

シュ語は 19世紀になると廃れてしまう回。ユダヤ人の啓蒙主義は、 19世紀末にポ

ーランド、及びロシアに到達するが、ヨーロッパ東部地方においては、ユダヤ人自

身がユダヤ教の刷新運動を拒否しただけでなく、ユダヤ人がスラヴ文化との同化を

12) David Oppenheim (1664・1736)

1691年にモラヴィア南部の町、 Niko1sburg(Tschech.Mikulov)にてラビに就任している。 1702年にプラハ

のラピ、 1718年にはボヘミア全土を統括するラピに就任した。オッペンハイムが 1718年からボヘミ

アのラビとプラハのラビを兼任すると、ボヘミアのラビがプラハのラピを兼ねるという前例となった。

それ以降、ボヘミア全土を統括するラピは、ボヘミアを 12の管区に分割し、それぞれの管区にプラ

ハからラビを派遣するという自治の形態をとった。マリア・テレジアは、 1749年の行政改革において、

ボヘミアにおけるユダヤ人自治の 12管区制を利用し、ウィーンからボヘミアの地方政府を通さずに、

ユダヤ人の直接統治を実施した。ナポレオンも、フランスのユダヤ人を管理するために、ユダヤ人独

自の自治組織を利用している。

13) Ezechiel Landau (1713・1793)

プラハのイェシヴァで教職に就くとともに、宗教裁判所の裁判長を務めた。また、偽メシアを詐称し

たザパタイ・ツヴィに端を発するメシアの到来(Sabbatianismus)を奉じていた。ザパタイ・ツヴィ本人

は、ユダヤ人を裏切った罪で処刑されているが、メシア到来思想自体は、 1648年にボフダン・フメル

ニツキーがコサックの反乱に乗じてユダヤ人を虐殺していたため、ヨーロッパ規模で伝播していた。

14) Nipperdey， Thomas: Auf dem Weg zur Gleichberechtigung. In: Die Juden. Ein historisches Lesebuch. hrsg. von 

Gunter Stemberger. M如lchen(C. H. Beck) 1995， S. 215-224 hier， S. 215 

15)上田和夫:イディッシュ文化東欧ユダヤ人のこころの遺産(三省堂) 1996， 203-206頁参照
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望んでも、スラヴ人の側からユダヤ人の同化は拒絶された。その結果、ポーランド

及びロシアにおいては、イディッシュ語、ユダヤ人集落のシュテットルを始めとす

る中世以来の伝統をもっユダヤ民衆文化が、啓蒙思想、近代化の波に呑まれずに、

その純粋性を保ったまま残された。東ヨーロッパに根づいたイディッシュ語は、東

イディッシュとよばれ、スラヴ社会と交渉しながらスラヴ語棄を取り入れつつ、独

自の世界を形成していく。ナチスのユダヤ人政策により、東ヨーロッパにおけるイ

ディッシュ文化は壊滅的な打撃を受けるが、『屋根の上のヴァイオリン弾き』の原

作者ショラム・アレイヒェムを始め、多数のイディッシュ語作家を輩出する。 ドイ

ツ語圏では、イディッシュ語作家を輩出することのなかった代償として、ハインリ

ヒ・ハイネ、ベルトルト・アウエルバッハを皮切りにユダヤ系ドイツ語作家が多数

文壇に登場することになる。

ナポレオン戦争期から 19世紀末までに、ユダヤ人による非ユダヤ社会への同化が

認められたプロイセン、オーストリアに対して、ロシアでは 1880年代に入っても

ポグロムが頻発していた。東ヨーロッパにおいて、思想・文化的な同化を通じたユ

ダヤ人の解放は頓挫したと言わざるをえない。同化を通じた自己啓蒙の失敗は、ユ

ダヤ人に対して民族のアイデンティティを再び強く意識させることになる。 1882

年に、レオン・ピンスケル 16)は『自力解放』を著し、パレスチナにおけるユダヤ人

の入植地建設を主張した。ロシアではヘルツルに先立って、シオニズムの思考が構

想されていた。ここでは、シオニズムがユダヤの啓蒙主義、ハスカラの延長線上に

あるということを指摘しておきたいo

ボへミアにおけるユダヤ人史の研究者、グラッドシュタインは、 1830年代をボヘ

ミアにおけるユダヤ人史の転換点として捉えているへ 1830年以前には、ユダヤ

人による著作は、読者としてユダヤ人を想定し、専らへブライ語によって書かれて

いた o 1830年頃から、ユダヤ人はへブライ語から離反し、非ユダヤ人向けに、ド

イツ語で著作を発表し始める。また、ヨーゼフ E世による啓蒙政策 (Josephinismus) 

が、ユダヤ人の公式記録作成にドイツ語の使用を義務づけていた。中心都市プラハ

におけるユダヤ人インテリ層は、官庁の希望通りに啓蒙絶対主義の象徴であるドイ

ツ語を使用していたが、地方在住のユダヤ人は 20世紀初頭までユダヤ風に靴った

ドイツ語とイディッシュ語、チェコ語を使用していた。

16) Le⑪n Pinsker (1821 -1891) 

オデッサ大学で最初に法学を修めたユダヤ人であったが、法曹への道がユダヤ人には許されなかった

ため、モスクワで再度医学を学び、医者となった。医者としてオデッサ帰還後は、ロシア語で出版さ

れる週刊新聞の発行人となり、ユダヤ人にロシア文化への同化を説いた。 1871年、オデッサにおける

ポグロムを目撃して以来、医師業に専念し、その再びユダヤ人にロシア文化への同化を説いたが、 1881

年に発生した南ロシアのポグロム以降、同化という啓蒙主義的な発想に基づいて反ユダヤ感情を克服

はすることは不可能であると考え、『自力解放~ "Autoemanzipation"を著し、ユダヤ人国家の建設を主張

した。

17) Kestenberg-Gladstein， Ruth: Heraus aus der "Gasse". Neuere Geschichte der Juden in bohmischen Landem. 

Zweiter Teil: 1830・1890.MUDster-Hamburg-London (Lit) 2002， S. 7 
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2.3 1848年からハプスプルク帝国の解体まで

「ファラオの特別法J18)とよばれた戸籍法と移動制限が 1848年に撤廃されると、

ボへミアのユダヤ人は農村から地方都市を経由して、プラハ、ウィーンへ流入して

いく。ユダヤ人はボヘミア社会に統合され、社会進出を果たすが、同時に反ユダヤ

主義が復権した時代である。それまでボヘミアの農村部では、非ユダヤ人とユダヤ

人の住み分けが確立されていたために、互いの関係は良好であり、むしろユダヤ人

ゲマインデにおける貧富の差の方が等級を測る物差として機能していたのである

が、 1848年以降、ユダヤ人と非ユダヤ人の関係は次第に悪化していく。村々を回

る行商から、産業都市を転々として、プラハやウィーンで商府経営、資本家として

成功するユダヤ人は、地方には定着しなくなったため、特に農村部では、「ユダヤ

人は病原菌として平和なチェコの農村を資本主義の落とし穴にはめ、道徳面でも社

会面でも荒廃させ、背嚢をいっぱいに満たしてドイツ語を話すユダヤ人のもとへ出

ていく J19)と言われ、チェコ人から激しく非難された。事実、 1848年から 1890年

にかけて、統計上、ユダヤ人の人口は増え続けているのにも拘わらず、ゲマインデ

は逆に減少している 2ヘ農村型のユダヤ入社会はプラハ一極集中の都市型へと変貌

していく。加えて、ユダヤ人は、民族意識が形成されたチェコ人とオーストリア・

ドイツ人との民族闘争の只中に放り込まれる。 1873年、ウィーン市場において株

価が暴落し、景気が停滞すると、ユダヤ陰謀論が暗かれ、ユダヤ人襲撃事件などが

頻発した。

2.3.1 二つの儀式殺人事件

1882年 4月 1日、ハンガリー東部のティサ川沿いの村ティサ・エスラールにて、

キリスト教徒の死体が発見された。少女の名前はエスター・ソリモッシと言い、犯

人捜しが難航すると、ユダヤ人が儀式を行うために集団でエスターを殺害したとい

う虚偽の申告がなされ、ハンガリーのユダヤ人に儀式殺人の疑いが掛けられた。 1883

年 8月 3日、儀式殺人の疑いにより起訴されたユダヤ人は証拠不十分で釈放された

が、プラハ大学神学教授であったアウグスト・ローリンクは、タノレムードの歪曲解

釈を通じて、儀式殺人に尤もらしい理由をつけた。反ユダヤ主義の温床として、ロ

ーリンクの著書はよく読まれたという 21)。

ティサ・エスラール事件の 17年後、 1899年 4月 1日には、ボ、へミアのポルナから

クライン・ヴィーシュニッツに向かう街道沿いで首に深い傷を負った少女の死体が

18)Wlaschek， M. Rudolf: 1997， S. 17 

19) StoIzI， Christoph: Kafkas bosens Bohmen. Zur Sozialgeschichte eines Prager Juden. Munchen (Text十Kritik)

1975， S. 35 

20)1850年には 347のゲマインデに散らばって住んでいたユダヤ人約 75000人が、 1890年には約 95000

人にまで増加している。しかし 1890年に、ゲ、マインデの数は 197まで減少している。 1848年に、戸籍

法が撤廃されるまで、プラハのユダヤ人口は約 10000人から 12000人程度であったが、 1900年には約 3

倍の 29107人にまで増加している。 Vgl.Hecht， Louise / Lichtblau， Albert / Miller， L. Michael: 2003 S. 110 

21) Ebd.， S. 46 
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発見された。遺体の身元はアグネス・フルザという少女であると確認されたが、犯

人捜しはティサ・エスラールのケースと同じく難航したため、チェコの民族主義者

らは、ユダヤ人の靴職人、レオポルト・ヒルスナーに菟罪を着せる。レンヌにおけ

るドレフュス事件に倣って、ヒルスナ一事件とも言われるこの儀式殺人は、ボへミ

アのドレフュス事件とも言われた 2ヘヒルスナー事件の真相は、妹の持参金を横取

りしようとした兄による妹殺しの事件であり、完全なる菟罪事件であったことが後

に証明されている。

2.3.2 ボヘミア・プラハにおけるユダヤ人文化の衰退

1914年 7月 28日、オーストリアがセルビアに宣戦を布告し、第一次世界大戦が

始まる。オーストリア・ドイツ文化に同化していたボへミアのユダヤ人は、圧倒的

に富裕層に属していたために、帝国主義を支持し、戦争に賛成した。同時にロシア

を中心とする汎スラヴ主義思想から、ロシアによるチェコ解放の期待感が広まると、

オーストリアに依存していたユダヤ人は窮地に立たされた。ユダヤ人にとって、ロ

シアはポグロム支援国家であるだけではなく、ゲットーやユダヤ人特別法を存続さ

せ、ユダヤ人の抑圧を公然と実施している東方の脅威であった。そのため、ユダヤ

人は、第一次世界大戦をユダヤ人の抱える不安を払拭するための試練と見なし、オ

ーストリア=ハンガリーの勇敢な兵士となった。それだけでなく、チェコ民族主義

者の中でも穏健派であったトマシュ・マサリクがボへミアを去り、パリでチェコス

ロヴァキア国民議会を創設し、オーストリア=ハンガリーに抵抗する姿勢を見せる

と、ユダヤ人には、ボへミアにおけるオーストリア支配が終鷲へと向かっているこ

とが感じられ、彼らを落胆させた。複数民族から構成される国家を運営するために

考え出されてきた、ハプスブソレク帝国の寛容政策も、時代の趨勢には逆らうことが

できなかったのである。複数民族の共生社会であったハプスブルク時代のオースト

リアは、ユダヤ人にとって、生存のために必要な生活空間であったのだが、チェコ

が独立したように、各民族が国民国家を形成すべきだという事態に至ると、ユダヤ

人はどの国にも存在できなくなることが明白になった。

1916年、戸籍法と移動制限という差別政策を撤廃した偉業を讃え、ユダヤ人から

慈悲の証として慕われていた皇帝、フランツ・ヨーゼフが死去する。皇帝の死去は、

ユダヤ人から、新たなる反ユダヤ主義に発展する象徴的なできごととして捉えられ、

事実、チェコ人による対オーストリア勝利の陶酔感の中で、ユダヤ商庖の略奪行為

が繰り返された。プラハでは、「アジアのベストからチェコの純粋性を保つために

は、対ユダヤ特別法を適用して土地を没収すべきだJ23)という世論までもが高まっ

ていた。さらにチェコスロヴァキア共和国成立後の 1920年には、ユダヤ人はチェ

コにおける階級闘争の只中にも位置づけられ、共産党は社会革命の発奮剤として反

ユダヤ主義を喧伝した。共産党の主張は、ユダヤ人の資産家から財産を没収するた

22) Ebd.， S. 67 

23) Ebd.， S. 98 
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めにはポグロムも避けられないというものであった。それに対して、プラハにおけ

る反共産主義は、ユダヤ人を世界共産主義の黒幕と見なし、ポグロムを反共産主義

のための措置として正当化したのであった 2ヘ1920年 12月 16日には、プラハのユ
ダヤ市庁舎が略奪の対象となり、ユダヤ人公文書館、旧新シナゴークの書物が火倍

りにされた。当時のプラハ市長を務めていたのは、ヒルスナー事件において遺族の

代表として虚偽の証言を行っていたカレル・パクサであり 2引、そのことからも第一

次世界大戦直後における反ユダヤ主義の激しさは想像できる。

チェコスロヴァキア政府は、少数民族としてユダヤ人の存在を共和国憲法におい

て保障するが、そこにはマサリクによる計算が働いていた。 1918年から 1920年ま

での 2年間において、約 4000人のユダヤ人がパレスチナ移住を済ませ、ボ、へミア

のユダヤ人はもはやチェコの国家体制を脅かす要素ではなくなっていた 26)。第一次

世界大戦後のシオニズムは、ユダヤ人の自立を求める組織から、少数民族としてボ

へミア、モラヴィアに残ったユダヤ人を庇護する団体へと変貌を遂げている。それ

にボへミアに残ったシオニズムは、戦中から脱オーストリア化を目指していたため

に、チェコとの関係が改善されていた。パリ講和会議に続いて締結されたサン・ジ

ェルマン条約、 トリアノン条約の結果、チェコスロヴァキアは、チェコを形成する

ボヘミア、モラヴィアに加えてスロヴァキア、スロヴァキア東部に相当するカルパ

チア=ウクライナ地方を獲得する。それにより、チェコスロヴァキアは東部地域に

多数の東方ユダヤ人を抱えることになるが、スロヴァキアのユダヤ人と、プラハの

アヴァンギヤルド集団とも言われる、当時のヨーロッパにおける最新の流行と接触

していたプラハのユダヤ人とでは、文化的にも言語的にも隔絶していて、ユダヤ人

という枠組みの中でも、統一的な組織を形成することは不可能であった。チェコス

ロヴァキアにおいて、ユダヤ人の組織は弱体化していき、彼らの文化的エネルギー

も失われていく。ボヘミアにおいては、オーストリア=ハンガリーの解体と共に、

かつてのヨーロッパにおけるユダヤ人のディアスポラ文化は衰退し、ユダヤ文化は

ヨーロッパからイスラエル、アメリカへと移行していく。

マックス・プロート、クラウス・ヴァーゲンバッハ 27)に始まるカフカについての

伝記的研究は、ワグネロヴァー 28)、シュタッハによるカフカの伝記に代表されるよ

うに、現在でも続けられている。ブロートやウルツィディールらの手によるカフカ

研究書においては、彼らがカフカと同世代であり、ボ、へミアのユダヤ人であったた

めに、ディアスポラとしてのユダヤ人の歴史や文化は彼らにとって共通認識である

ため、相対化されることなく、カフカに関連しない限り扱われていないようである。

しかし、ユダヤ人について間接的にしか知識をえることのできないわれわれ日本人

24) Ebd.， S. 98 

25) Ebd.， S. 100 

26) Ebd.， S. 101 

27) Wagenbach， K1aus: Kafka. Reinbeck bei Hamburg (Rowoh1t) 1964 

28) Wagnerova， A1ena: Die Fami1ie Kafkas aus Prag. F白TI.(Fischer) 2001 
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が、ヨーロッパ・ユダヤの歴史を知った上でカフカの伝記を読み進めていくと、カ

フカが典型的なボへミアのユダヤ人であったことが分かり、従来のドイツ文学史に

おけるカフカのイメージは少しずつ修正されてくる。

3. ユダヤの雑種としてのカフカ

伝記的カフカ研究において古典的著作となっているローヴオルト叢書の『カフカ』

において、ヴァーゲンバッハはカフカを「古きボヘミアの言語的かっ社会的な雑

種J29)と定義づけている。カフカの系譜を辿っていくと、父方の出自はチェコ語、

イディッシュ語を使用していたボへミアの農村ユダヤ人にあり、母方の祖先はヨー

ゼフ E世の時代に庇護ユダヤ人の地位が与えられ、オーストリア・ドイツ文化への

同化を果たしていた都市ユダヤ人に遡る。カフカはプラハの生まれであるが、カフ

カの両親は双方ともプラハの出身ではない。両親は共に、 1848年においてユダヤ

人の移動制限が撤廃されてからプラハに移住してきたボへミアのユダヤ人であっ

た。

3. 1. 1 オセク

南ボ、ヘミア、シュトラコニッツ行政区に属する村オセクのユダヤ人戸籍簿から、

カフカの曾祖父に当たる人物が跡づけられている。相続権を所有していたユダヤ人

一家が断絶すると、戸籍法に基づいて別のユダヤ人男子に相続権が割り与えられる

のであったが、カフカの曾祖父ヨーゼ、フ・カフカは、 1802年に相続権をザムエル

・フイツシェルというユダヤ人から引き継いでいる 3ヘオセク近郊のピーセク、ミ

ノレツィツェにおいても、カフカ姓を名乗る人物が見られるため、カフカ姓はボヘミ

アにおいて特に目立つ苗字ではない。チェコ語のカフカがコクマルガラスを意味す

ることから、カラスの色は転じて、ユダヤ人に特有の髪の色を指す。黒髪のユダヤ

人に与えられた姓名がカフカであった 3ヘヵフカの祖父ヤーコプ・カフカは 1847

年に祖母に当たる人物フランツイスカとの聞に長子フィリップを設けているが、

1848年におけるユダヤ人解放前のできごとであったため、フィリップは婚外子と

して戸籍簿に登録されていた。解放後の 1849年 7月 16日にヤーコプ・カフカとフ

ランツイスカは正式に結婚し、父親のへルマンは 1852年に出生している。カフカ

の曾祖父、祖父は屠殺業を営み、ヘルマンは 14歳でユダヤ教の堅信礼に相当する

パル・ミツバを済ませると、オセクを出て行商生活を始める。 1872年に軍役につ

くまで、この期間におけるヘルマンの経歴は明らかになっていないが、ボへミアに

おけるユダヤ人の典型例と同じく、地方都市を転々として大都市プラハに向かって

いくまでの助走期間に相当すると考えられる。

29)Wagenbach， Klaus: 1964， S. 17 

30) Wagnerova， Alena: 2001， S. 30 

3 I) Nekula， Marek: Franz Kafkas Sprachen. Tubingen (Niemeyer) 2003， S. 20 
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3.1.2 ポディエプラディ

カフカの母親ユーリエ・レーヴィはプラハの東方に位置するボディエブラディの

出身である o レーヴィ姓を名乗ってはいるが、それはカフカの母系祖父に当たるフ

ンポルツ出身のヤーコプ・レーヴィが入婿としてボディエブラディに来たためであ

る。ユーリエの出自はポディエブラディの名士と言われたポリアス家にあり、ボリ

アス、ボレアスと表記されることもあるポリアス家の起源は、ボレアスというスペ

イン風の姓名からスペインを追放されたセファラド系のユダヤ人にあるとも推測さ

れ、 1750年頃には庇護ユダヤ人として戸籍簿に登録されているへヵフカの母親

による手記に登場する「タルムード研究に没頭していた祖父J33)がアーダム・ポリ

アスと言い、彼は娘エスターに多額の持参金とボディエブラディの庖と家を持たせ

て取引先の織物商ヤーコプ・レーヴィを娘婿に迎えた。レーヴィとエスターの間に

は、後にスペイン鉄道の取締役となり、「マドリッドの叔父j とよばれるアルフレ

ート、カフカの母ユーリエ、リヒヤルト、ヨーゼフが生まれる。ヨーゼフは交易に

携わり、アフリカのコンゴ、ユーリエの手記によれば日本、中国にも滞在したこと

になっている 3ヘョーゼフの出生後、エスターはチフスを発病し、 28歳で死去す

る。エスターの死去直ちにヤーコプはエスターと遠縁に当たるユーリエ・へラーと

再婚し、ルドソレフとジークフリートが生まれる o ルドルフは後に孤独で、心気症に

擢った独身者として登場し、ジークフリートはトリエシュで田舎医者となる 3ヘュ

ーリエ・レーヴィは 5人の兄弟に固まれ、厳しく管理されながら育てられたようだ。

彼女は、厳しい撲により、少女時代から、ユダヤ人が非ユダヤ人に比べて厳しい条

件のもとに置かれていることを認識していた。 1876年、ヤーコプ・レーヴィはボ

ディエブラディの家と庖を売却してプラハへと出ていく。 1882年にユーリエ・レ

ーヴィはヘルマン・カフカと結婚し、へルマンはその時の持参金をもとに、「装身

具卸売業へノレマン・カフカ商会 Galanteriewarenen-gros Hermann Kafka Jを立ち上げ

た。カフカは、 ドイツ・オーストリアの街区アノレトシュタットとユダヤ人街ヨーゼ

フシュタットとの境界線上に生まれる。フライシュマルクトに位置するドイツ系の

小学校でドイツ語教育を受けるまでのカフカは、チェコ語とドイツ語の完全パイリ

ンガル、それにへルマンのイディッシュ靴りのドイツ語を聞きながら成長した。プ

ラハにおける学校教育を通じて習得したカフカのドイツ語は、オーストリアの学校

教育という国家権力によって助成されたコロニアル言語であることを改めて強調し

ておきたい。

4. シオニズムとカフカ

32) Wagnerova， Alena: 2001， S. 48 

33)Wagenbach， K1aus: 1964， S. 13 

34) Wagnerova， Alena: 2001， S. 47 

35) Ebd.， 2001， S. 216 

カフカの詳細な家系図については、ワグネロヴァー前掲『プラハ出身のカフカ家』の付録、 Stammbaum

der Familie Kafkaを参照のこと。
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カフカのシオニズムに対する態度はきわめて暗示的であるが、彼の周辺を取り巻

く人々の殆どがユダヤ人であるため、ユダヤ人の問でシオンの正、エレツ・イスラ

エルへの帰還を目指すシオニズムの議論が白熱していることは知っていた。フェリ

ーツェへの手紙においては、初対面のフェリーツェに向かつてパレスチナ旅行を提

案さえしている制。パル・ミツバの儀式の際、暗請するへブ、ライ語の祈祷文を「滑

稽な暗記物だった Oacher1iches Auswendiglernen) J 37)と述懐しているように、胡散臭

いと思われていたカフカのユダヤ教に対する宗教観が修正されていくのは、実現不

可能な絵空事と思われていたシオニズムをプラハのユダヤ人に広めるための紹介行

事として行われたイディッシュ語演劇の体験を通じてである。

イスラエル建国の父と言われるテオドール・ヘルツルに、ユダヤ人問題の解決に

着手するきっかけを与えたのはドレフュス事件であった。ウィーンにおける新自由

紙のパリ特派員であったヘルツルは、ブダベストに所在する新聞社、新ベストジャ

ーナルの同じくパリ特派員であったマックス・ノルダウと合流し、オーストリアに

比べて進歩的だと感じていたフランスにおいても、反ユダヤ主義の跳梁してきたこ

とに動揺し、反ユダヤ主義は、ユダヤ人国家が建設されなければ永遠に解決される

ことはなく、同時にユダヤ人は一つの民族であるという認識に至る。ヘルツルは、

プラハの「旧新シナゴーク (Altneusynagoge)Jに倣って新国家の名称を「古くて新

しい国 (Altneuland)J 3勺こ定め、オスマン帝国の財政難に乗じて資金援助を持ちかけ、

その対価としてパレスチナの地を買収する方法でユダヤ人独立国家の承認を求める

が、トルコ側にはこの案を拒否された。ヘルツルの方針は絶えず一貫していて、法

的な保障がない状態ではパレスチナに入植すべきではないという理論に基づいてお

り、政治シオニズムと言われた。彼は 1897年 3月にオーストリア・ドイツ・シオ

ニスト会議を開催、同年 8月 29日にはパーゼルで、第一回シオニスト会議を挙行し、

「シオニズムはユダヤ民族のために、パレスチナの地において法的に保障された故

郷を創造するために尽力するJ39)という声明を発表した。その場で、へルマン・シ

ャピラがパレスチナに土地を購入するための国民基金(ナショナル・ファンド)を創

設し、その国民基金はのちにユダヤ国民基金へと発展している。それ以降、シオニ

36) r尊敬するお嬢様!もう私のことはまったくご記憶がないかもしれぬという、きわめてありうる

べき場合のため、いま一度自己紹介いたします。私はフランツ・カフカといい、プラハのブロート取

締役のお宅での晩、はじめて貴方にお会いし、タリーア旅行の写真を一枚ずつテーブル越しにお渡し

して、最後にタイプライターを打っているこの手に、貴方のお手を取ったとき、来年パレスチナ旅行

をしようという約束を、その手で確認して頂いた人間ですー」

Kafka: Briefe an Felice. hrsg. von Erich Heller und Jurgen Bom Ffm. (Fischer) 1976， S. 43 

日本語版は、『フェリーツェへの手紙』城山良彦訳、決定版カフカ全集1O(新潮社) 1992に依ってい

る。

37) Wagenbach Klaus: 1964， S. 29 

38) Ettinger， Shmuek: Herzl und Zionismus. In: Die Juden. Ein historisches Lesebuch. hrsg. von Gunter Stemberger. 

Munchen (C. H. Beck) 1995， S. 259・267hier， S. 263 

39) Ebd.， S. 262 
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スト会議は年一回開催されるようになり、 1899年の第三回シオニスト会議では、

パレスチナの地においてユダヤ人入植者用にトルコ政府から土地を借用する旨の声

明を採択した。しかしシオニスト内部からヘルツル批判が噴出する。その中心人物

となったのが、アハッド・ハーム 40)である。ハームは、ユダヤ人は祖国に集うべき

だというヘルツルの出発点となる思考に対しでも反対であり、欧州各国の政治、外

交に働きかけてパレスチナ国家の承認を目指すという施策にも、ヘルツルのワンマ

ン的な行動にも警鐘を鳴らした。ハームのヘルツル批判の論拠は三点あり、一点目

はトルコや欧州諸国にユダヤ民族の居住が保障される土地を求めても、土地の獲得

が実現する見込みはおよそないことに向けられていた。二点目は、シオニズムは欧

州諸国との折衝によって実現すると信じられていることに向けられていた。そのた

めにヘルツルを中心とする政治シオニストは、各国との交渉の場で、相手国を刺激

することのないように、シオニスト団体は各国内の政治問題への干渉を控える旨を、

各国のシオニズム団体に向けて要請していた。三点目は政治的解決を優先するあま

り、ユダヤ民族文化を後回しにしていたことであった。政治シオニズムの議論にお

いては、ユダヤ教に戻ろうという声明が発表されていたにも拘わらず、へブ、ライ語

やへブライ文化の重要性は意識されていなかった。オーストリア=ハンガリー時代

のブダベスト出身であるヘルツル、ノルダウ両名の見解によれば、来たるべきユダ

ヤ民族国家の公用語は、移住者たちが故郷から持参した言語のうち、その中で最も

有力な言語、つまりドイツ語が公用語になるであろうという説明であった。ハーム

はヘルツルの提唱する新国家を「ニグロ国家J41)であると部検している。 1901年に

開催された第五回シオニスト会議で、マルティン・ブーパーらは、シオニズムの政治

的優位に対抗して、文化シオニズム、ユダ、ヤ文化ルネサンスを主張した。ブーパー

の文化シオニズムは、新国家におけるへブ、ライ語の優位を支持したことと、ブーパ

ー自身が過ごしたガリツィアにおけるハシデイズム及び東方ユダヤ文化を尊重した

ことに特徴づけられる。

40) Achad Haam 0856-1927) 

1856年、キエフ近郊のスクヴィラに生まれ、本名は UsherGinzberg という。裕福な両親のもとに育て

られ、へブライ語、ロシア語、フランス語、 ドイツ語、英語及び各国文学に精通していた。 1907年、

ロンドンに移住し、ロシアの紅茶会社 Wissotzky 社のイギリス支1苫を任されている。キシニョフのポ

グロム (903)*以降、シオニズムに傾倒していき、精神的シオニズム (Spiritueller Zionismus)を主張し、

ヘルツルの政治シオニズムに対して、ユダヤ人の精神的連帯に価値を見出そうとしていた。

*同時代ロシアのへブライ語詩人、ハイム・ビアリク (Chaim Bialik)は、 1903年のキシニョフにおける

ポグロムの詩を書いている。カフカは、レーヴィによるピアリクの詩の朗読に着想を得て、『判決』

を書き上げた。『判決』の結末におけるロシアの友人が破滅していくさまを描いた情景と、ピアリク

の詩が類似していることは、前掲上回『イディッシュ文化』及び Sprengel，Peter: Scheunenvierteltheater. 

Judische Schauspielertruppen und jiddische Dramatik in Berlin (J 900・1918)Berlin (Fannai & Walz) 1995において

指摘されている o

41) Ettinger， Shmuek: 1995， S. 264 
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5. カフカとイディッシュ語演劇

ブーパーは 1909年から 1910年にかけて、プラハにおけるユダヤ系の学生サーク

ル、パル・コホパにおいて、東方ユダヤ人を生きたユダヤ教の範例として賛美する

演説を行っている 4九このブーパーによる講演『ユダヤ教についての三つの講話II43) 
はプラハのユダヤ人学生に対して、シオニズムに関する議論を促す引き金となった

だけでなく、ブーパーが語った東方ユダヤ人像に魅了されていたプラハのユダヤ人

は、プラハにおいて巡業中のイディッシュ語による劇団を、ブーパーによって語ら

れた篤信の東方ユダヤ人そのものと見なした。カフカとイディッシュ語による劇団

と接触があったことはよく知られているが、少なくとも二つの異なった団体による

上演を観劇している。カフカとイディッシュ語劇団との最初の出会いは 1910年 5

月であるが、この劇団員とカフカは個人的に知り合いになっていない。かっ、この

団体はプラハには 12日間しか滞在していなかったぺ

19日年 10月 5日以降、カフカの日記において、イディッシュ語劇団についての

記述が始まるが、この劇団を座長として率いていたのがイツアーク・レーヴィであ

った。カフカによる日記記述をごく簡単に紹介すると、 10月 5日には女優のクル

ーク夫人(本稿図①参照)が男装のカフタン姿でシナゴークの召使い役を演じてい

る。カフカが観劇したイディッシュ語演劇の脚本書きには、ヨーゼフ・ラタイナー、

アブラハム・シヤノレカンスキー、モーゼス・リヒター、ジグムント・ファインマン

がし、るが、その中でも、特にヤーコプ・ゴーノレディンを高く評価していた。座長、

舞台俳優として、ゴールディン原作『野生の人間』において白痴のレーメヒ役を演

じたイツアーク・レーヴィ(本稿図②参照)とカフカは特に親しく交際していた。

シュタッハのカフカ伝によれば、当時ロシア統治下のポーランド、ワノレシャワに生

まれ、正統派の家庭に育ったレーヴィは、イェシヴァでタルムードを修め、演劇を

解さない両親と訣別してパリに出、工場労働をしながら独学で演劇を習得した人物

である。パリ経験のあるレーヴィは、イディッシュ語演劇が素人芸の域を出ず、舞

台も衣装もみすぼらしいことを自覚していた 45)。

イディッシュ語劇団に対してプラハの同化ユダヤ人が抱いた感情は、彼らがディ

アスポラとしての帰属意識を強烈に放出していることに対する憧慣と同時に反ユダ

ヤ主義の標的になりはしないかという不安感、及び貧しい身なりに対する嫌悪感と

がないまぜになった相反的な感情であった。 当初、プラハの同化ユダヤ人はユダ

ヤ人迫害を直接に題材として採り上げ、ユダヤの民謡を歌うイディッシュ語劇団を

積極的に評価した。ところがカフカはレーヴィと隣り合って国民劇場で劇を見てい

る時にはレーヴィから淋病と抵が移されるのではなし、かという心配をしている。カ

42)ブーバーは 1906年の時点で、「ラビ・ナハマンの物語」の翻訳を完了している。 1908年には、「バ

ールシェムの伝説」を上梓し、ハシデイズムを紹介することが自らの義務であると認識していた。

43) Metzler Lexikon der deutsch・judischenLitera知r.Judische Autorinnen und Autoren deutscher Sprache von der 

Aufklarung bis zur Gegenwart. 2000， S. 279 

44) Torton・Beck， Evelyn: Kafka and the Yiddishηleater. Madison (The University of Wisconsin Press) 1971， S. 14ff. 

45) Stach， Reiner: Kafka. Die Jahre der Entscheidungen. Ffm. (Fischer) 2003， S. 51 
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フカがレーヴィを家に連れ帰った時、父親が発した言葉は「犬といっしょに寝ると、

武といっしょに起きる」柑)という言葉であった。

イディッシュ語演劇がカフカに与えた影響については、ブロートらによる代表的

な伝記においても、断片的な記述でしか触れられていない。 2002年に出版された

ライナー・シュタッハによる伝記においてもイディッシュ語劇体験はカフカの日記

からの再構成という観は否めない。ブロートのみがカフカの散文テクストからイデ

ィッシュ語演劇体験を読み取り、『城』に登場するアルトウールとイェレミアスと

いうこ人の助手の記述一「城の方角から、中ぐらいの背たけの若いふたりの男が

やってきた。ふたりとも、ひどくやせっぽちで、ぴったりとした服をつけ、それに、

顔まで瓜ふたつであった。顔の色も、暗褐色で、そのくせ、とがった口ひげだけが

いやに黒くて、顔の色と対照をなしていたJ刊ーがイディッシュ語演劇体験に因

るものであるという指摘をしている。

図① 48)

男装のクルーク夫人

Frau Klug "Herrenimitatorin" 

F戸EをJクアェー・サグ〉ポィ〆jご庁ぐ。コダナベ-!!I!o - K 

3ぞノ礼、，.タ奈のオJo;クブタンを喜子で、 t豆ハ需のズ/"F'

.ン ζI:eい舵アをはいでい-00 黒山デ 3;/キから震乙r

Iif L-l士反事老の8シナユY/;I、ぶすの排のとこδが鮮IJ:;持

のボタンでとめられ、そこから野lJisdhで膚)J;い

ゆっ1:=りと L之、長ぐ/;1みIiflをJクラーjごと公つでい-0
49) 

46) Kafka: Tagebucher. 2002， S. 223 

47) Kafka: Das Schlos. hrsg. von Malcolm Pasley. F釦1.(Fischer) 2002， S. 26 

日本語版は『城』前回敬作訳、(新潮文庫)1984に依っている。

48) Sprengel， Peter: Scheunenviertel-Theater. Judische Schauspieler加 ppe und Jiddische Dramatik in Berlin 

(1900-1918). Berlin (Fannai & Walz ) 1995， S. 21より図版転用

49) Kafka: Tagebucher 2002， S. 57 
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図② 50)

ヤーコプ・ゴールディン原作『野生の人間』にて、白

痴レーメヒ役に扮したイツアーク・レーヴィ

Der jiddische Schauspieler Jizchak Lowy in der Rolle "des 

wilden Menschen" 

あ-3$fv1}i/cL:AがEノ礼の子供のあ-3ぎノ礼 ζI:Jt指す-3;.戸、 a
k/:t;をちょ吉ち!fJj/の愛パクアジーさノル・グ」ナロベイチクと

る美掃局長更にλ3。そこでごの二パ/:t一家:t-li'tJtにぎぐ。

つま 1J3ぞのシ.:zAーメ・タイプグど fと。ーベス)/:t金者E'IJ!ぃ

宗左Jずにはいられず、ぞのあげぐ府案Jごと't1J、大学生で

あ-3支sのシぞンfクノルークノ/:t家を震ζfi'ffJ1..-、アレクサシ

ダーは/fぐf?tJろの;kitfJf:みjごと会夕、 グ--t!γチシク)/:tj吉

雇安婦jごと公り、 正ヲ蔚のvーメど fレーグィ)I:tずノルデ涜A/.ごか
Lで、傍Lみから一次ぜならtJtk ;ji'tJtの彦Jご作b-?ラから一、

よき J士~~;がら一次ぜミ会らa豆れよttJtのZ ぐにさ Ié初めでの$f

L 吠次ので一、 -fAのβ蔚助松婿神指ffLIご縮-3…日

カフカとイディッシュ語演劇をめぐる研究が進められてこなかったのは、イディッ

シュ語を解するカフカ研究者が数少なかったからではないかと考えられる。イディ

ッシュ語はユダヤドイツ語CJudendeutsch，Judaeo-Gerrnan， Mauscheldeutsch)という言わ

れ方をすることもあり、現在では主にイスラエル、アメリカ、東ヨーロッパ、ラテ

ンアメリカなどにおいて、ユダヤ人の家庭内言語、コミュニティー言語として存続

している。イディッシュ語は、語葉のレベルではへブライ・アラム語葉とスラヴ語

葉の影響が強く、 ドイツ語とはかなり異なっているが、文法のレベルでは、冠詞の

変化などの点で違いはあるにせよ、 ドイツ語にきわめて類似している。しかしイデ

ィッシュ語はへブライ文字で表記されるために、イディッシュ語による台本を分析

する際には、へブライ文字をラテン文字に転写する作業が必要不可欠である。この

ラテン文字に転写する作業が困難であるため、カフカとイディッシュ語演劇の関係

は指摘されつつも具体的な検討作業にまでは着手されてこなかった。

カフカとイディッシュ語演劇との影響関係を探る調査に先鞭をつけたのは、アメ

リカの女性カフカ研究者、イーヴリン・ト一トン・ベックである。 70年代に彼女

はカフカの日記からカフカが誰の脚本によるどの演劇を見たのかを割り出し、さら

にイディッシュ語による脚本を熟読して、脚本とカフカの『判決』及びその他の散

文テクストとを比較し、類似点と相違点とを指摘するとともに、イディッシュ語演

50)Wagenbach， Klaus: 1964， S. 72より図版転用

51) Kafka: Tabebucher. 2002， S. 196 

-97 



劇体験以降に書かれたカフカのテクストにおける文体の違いを強調し、イディッシ

ュ語演劇体験の重要性を主張した 5九ベックの研究を踏襲したのが日本におけるイ

ディッシュ語研究の第一人者である上閏和夫氏であり、彼はベックが入手できなか

ったイディッシュ語演劇台本ヨーゼフ・ラタイナー著の『ベサノ、(過ぎ越し)の夜』

をエルサレムの図書館で発見し、さらにカフカの日記から、カフカ自身が観劇した

イディッシュ語演劇の台本をすべて、ラテン文字に転写した日)。こうしてカフカの

見たイディッシュ語演劇台本は上田和夫氏の功績によりへブライ文字の壁が取り払

われ、カフカとイディッシュ語演劇との関係は本国ドイツの研究者、ベーター・シ

ュプレンゲルらからも日本発の研究成果として注目を集めている。

「かれは人間の身振りから、伝統の支柱をいっさい取り払った上で、その身ぶり

を、終わることのない熟考の対象とするのだJ州というべンヤミンの発言は読者に

対してカフカのジェスチャーに注意を促し、ベックを始めとする、カフカにおける

イディッシュ語演劇の影響関係を解明する研究者にとっての出発点となった。イデ

ィッシュ語演劇iもまた、身振りに重点を置く演出技法から、パントマイム的要素が

濃厚であることが知られている。

イディッシュ語演劇はドイツ表現主義の影響を受けており、カフカの時代 1910年

当時の古典演劇に比べると、カパレット、ヴァリエテに近かっただけでなく、ユダ

ヤ人の貧しさに起因する舞台装置の単純さが、逆説的に演技の集中度を高め、そし

て同時に演技の単純性が却って抽象度の度合いを高めていた日)。カフカの見たイデ

ィッシュ語演劇のレパートリーは、現代でもイディッシュ語演劇の定番として演じ

られ続けている。音楽の分野でも、アメリカ在住のバイオリニスト、イツアーク・

ノfールマンはイスラエル・フィルハーモニーの伴奏で、カフカの見たイディッシュ

語演劇、アブラハム・ゴ、ルトファーデンのオペレッタ『ズラミト』に挿入された楽

曲を録音している 5ヘヵフカの記録したユダヤの伝統は現代にも続いている。ユダ

ヤ文化という観点のもと、ボ、へミアにおけるユダヤ人の歴史、シオニズム、イディ

ッシュ語演劇というサブテーマに区切ってカフカを見てきたが、今後はカフカの見

たイディッシュ語による台本を読み進め、具体的なイディッシュ語演劇とカフカの

比較作業を進めていく o イディッシュ語演劇というヨーロッパのディアスポラ・ユ

ダヤ人文化という側面に光を当てれば、ドイツ文学における従来のカフカ像は修正

を迫られてくるはずである。

北海道大学大学院文学研究科博士後期課程

52) Torton-Beck， Eve1yn: 1971 

53)Ue必， Kazuo: Transkriptionen der jiddischen Texte， die Kafka sah， in die 1ateinische Schri食 mitAnmerkungen. 

-Grund1age zur Er1auterung des Einflusses des jiddischen Theaters auf Kafka-. Fukuoka (Universitat Fukuoka) 2001 

54)ヴァルター・ベンヤミン:ボードレール他五篇ベンヤミンの仕事 2.野村修訳、(岩波文庫)1994， 26 

頁

55) Sprenge1， Peter: 1995， S. 18 

56) Tradition. Per1man-Se1tzer. The per1man edition. EMI 1987 

『ズラミト』からは「レーズンとアーモンド(Rozhinkesmit Mendelen) Jが収録されている。
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